
第 15回 自然系調査研究機関連絡会議 調査研究・活動事例発表会プログラム（予定） 

 

日 時：2012年 11月 19日（月） 

場 所：さいたま市民会館おおみや 小ホール（さいたま市大宮区下町 3-47-8） 

 

12：00～13：00 開場・受付 

13：00～13：15 挨拶          環境省自然環境局生物多様性センター長 奥山正樹 

                埼玉県環境科学国際センター総長 坂本和彦 

             埼玉県環境部自然環境課長 菊池 隆 

 

● 口頭発表 第一部 外来生物による被害とその対策   13:15～14:15 

                  座長：埼玉県環境科学国際センター 嶋田知英 

 

13：15～13：30 O-1 長野県で分布拡大する外来水生生物 

長野県環境保全研究所 北野 聡 

13：30～13：45 O-2 白山における外来植物対策について 

石川県白山自然保護センター 野上達也 

13：45～14：00 O-3 特定外来生物セイヨウオオマルハナバチおよびアルゼンチンアリの防除 

（独）国立環境研究所 五箇公一 

14：00～14：15 O-4 沖縄島北部地域におけるマングース防除事業の進捗と在来生物の回復状

況について 

環境省やんばる野生生物保護センター 中田勝士 

 

（ 休息 10分） 

 

● 口頭発表 第二部 生物・生態系の調査とその保全・再生   14：25～15：40 

座長：環境省自然環境局生物多様性センター 鑪 雅哉 

 

14：25～14：40 O-5 底質酸化による閉鎖性浅海域の生物生息環境の改善 

（独）国立環境研究所 矢部 徹 

14：40～14：55 O-6 シードバンクから復活させた沈水植物土着種を用いた岸辺水生植物帯の

再生 

千葉県立中央博物館 林 紀男 

14：55～15：10 O-7 温度ロガーによるツバメの繁殖状況の測定、原発事故避難地域のツバメ

の生息状況 

NPO法人バードリサーチ 神山和夫 

（共同：埼玉県環境科学国際センター 嶋田知英） 

15：10～15：25 O-8 シカ過密状況下における森林性鳥類の生息状況 ～北海道洞爺湖中島の

事例～ 

北海道立総合研究機構 環境科学研究センター 玉田克巳 



15：25～15：40 O-9 ツシマヤマネコ保全対策としてのイエネコ飼養適正化について 

環境省対馬野生生物保護センター 國吉沙和子 

 

● ポスター発表      15：40～16：50（コアタイム） 

 

P-1 山口湾のカブトガニ生息状況について 

山口県環境保健センター 角野浩二 

P-2 ムサシトミヨ保護事業 

埼玉県環境科学国際センター 金澤 光 

P-3 埼玉県に生息する魚類の分布について 

埼玉県環境科学国際センター 金澤 光 

P-4 群馬県西部におけるカワヒバリガイの分布について 

群馬県立自然史博物館 杉山直人 

P-5 茨城県で分布拡大する外来の陸産貝類について 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館 池澤広美 

P-6 静岡県における外来種（フロリダマミズヨコエビ）の生態調査 

静岡県環境衛生科学研究所 古屋洋一 

P-7 愛知県内における特定外来生物ソウシチョウの生息状況 

愛知県環境調査センター 清水美登里 

P-8 岩手県沿岸部における東日本大震災後のガンカモ類の個体数変化 

岩手県環境保健研究センター 前田 琢 

P-9 富士山北西麓の２地域におけるチョウ類種数と植生、食餌植物、吸蜜植物各種数との関係 

山梨県環境科学研究所 北原正彦 

P-10 群馬県多野郡上野村における大型菌類の調査 

群馬県立自然史博物館 篠原克実 

P-11 国道 51号線沿いに生育していた遺伝子組換えナタネの推移 

（独）国立環境研究所 中嶋信美 

P-12 筑波山におけるブナとイヌブナの全個体調査に基づく個体群構造とその成因 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館 小幡和男 

P-13 福岡県レッドデータブック２０１１植物群落について  

福岡県保健環境研究所 須田隆一 

P-14 ウェブサイトを活用した生物多様性情報の収集・提供の新たな取り組み 

環境省自然環境局生物多様性センター 調査科 

P-15 インターネット自然研究所 国立公園・野生生物ライブ映像 

環境省自然環境局生物多様性センター 情報システム科 

P-16 標識調査ウェブサイトについて 

環境省自然環境局生物多様性センター 生態系監視科・保全科 

P-17 東日本大震災が太平洋沿岸地域の自然環境に及ぼした影響について 

環境省自然環境局生物多様性センター 震災対応委員会 

 



P-18 生物多様性えひめ戦略の策定と生物多様性センターの役割について 

愛媛県立衛生環境研究所 山中 悟 

P-19 福井県における傷病鳥獣救護の現状 

福井県自然保護センター 水谷瑞希 

P-20 埼玉県が実施している県民参加型生き物モニタリング調査 

 NPO法人自然観察指導員埼玉（代表：小峯昇） 

（共同：埼玉県環境部自然環境課、埼玉県環境科学国際センター） 

P-21 埼玉県における里山の土地利用変遷 

埼玉県環境科学国際センター 嶋田知英 

P-22 埼玉県奥秩父のブナ林に及ぼすオゾンの影響 -大気中オゾン濃度からの推定- 

埼玉県環境科学国際センター 三輪 誠 

P-23 植物のオゾン被害とストレス診断 -アサガオで知る大気汚染- 

（独）国立環境研究所 青野光子 

P-24 浅い富栄養化湖沼山ノ神沼における底層環境調査 

埼玉県環境科学国際センター 田中仁志 

 

● 口頭発表 第三部 生物多様性に関する調査研究   16：50～17：50 

座長：（独）国立環境研究所 髙村健二 

 

16：50～17：05 O-10 能登半島で新たに見つかったアマモ・タチアマモ混生群落 

石川県のと海洋ふれあいセンター 東出幸真 

17：05～17：20 O-11 横浜の川の生物相の変遷―長期モニタリングの結果から― 

横浜市環境創造局環境科学研究所 渾川直子 

17：20～17：35 O-12 ＤＮＡバーコーディングを適用したユスリカ科昆虫の多様性の研究 

（独）国立環境研究所 髙村健二 

17：35～17：50 O-13 千葉県におけるレッドデータブック掲載種等の地理情報システムによる

取扱事例 

千葉県生物多様性センター 原田 浩 

 

17:50～17:55 閉会挨拶          埼玉県環境科学国際センター研究所長 木幡邦男 

 

17:55       閉会   

 


